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本
稿
執
筆
時
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
第

七
波
が
到
来
し
て
い
る
と
さ
れ
、
全
国
で
二
〇
万
人
を
超

え
る
感
染
数
を
見
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
二
年
以
上
に

わ
た
っ
て
人
と
の
接
触
を
抑
制
し
な
が
ら
日
常
生
活
を

送
っ
て
お
り
、
生
活
様
式
の
大
き
な
変
化
に
余
儀
な
く
適

応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の
功
罪
に
つ
い
て
は
多
く
の
専
門

家
が
所
見
を
述
べ
、
ま
た
私
た
ち
一
般
の
も
の
も
諸
々
の

雑
感
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
し
た
中
で

も
、
地
方
が
改
め
て
見
直
さ
れ
た
り
、
自
分
の
暮
ら
す
土

地
に
以
前
よ
り
濃
密
な
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

て
い
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。
遠
く

ま
で
外
出
す
る
代
わ
り
に
、
自
宅
周
辺
の
散
歩
か
ら
新
し

い
発
見
を
得
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
十
年
来
、
私
が
住
ん
で
い
る
福
井
県
で
も
、
東
京
と

結
ぶ
飛
行
機
が
減
便
さ
れ
、
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
都
市
部

と
つ
な
が
る
特
急
列
車
の
本
数
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
の
代
わ
り
、
北
陸
と
い
う
地
域
に
新
鮮
な
気
持
ち

で
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

福
井
県
は
、
周
知
の
通
り
有
数
の
繊
維
産
業
の
集
積
地

で
す
。
人
口
あ
た
り
の
繊
維
工
業
の
年
間
出
荷
額
が
三
一

万
五
〇
〇
〇
円
と
、
全
国
平
均
の
三
万
円
を
大
き
く
上

福
井
人
絹
取
引
所
の
設
立

清　

水　

葉　

子

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕



2―　　―

証券レビュー　第62巻第８号

回
っ
て
一
位
、
福
井
県
の
製
造
業
の
中
で
繊
維
工
業
に
従

事
す
る
人
の
割
合
は
二
〇
％
、
福
井
県
の
製
造
品
出
荷
額

で
見
て
も
、
電
子
デ
バ
イ
ス
一
五
％
、
化
学
一
一
％
に
次

い
で
、
繊
維
一
〇
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
に
占
め
る
シ
ェ
ア
で
見
る
と
、
ビ
ス
コ
ー
ス

人
絹
織
物
の
八
三
・
一
％
を
筆
頭
に
、
多
く
の
繊
維
製
品

で
全
国
シ
ェ
ア
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
（
二
〇
二
〇
年
工

業
統
計
表
）。
現
代
の
福
井
県
の
繊
維
産
業
は
、
衣
料
品

か
ら
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
産
業
・
工
業
分
野
向
け
繊

維
製
品
に
比
重
を
移
し
て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

福
井
県
は
、
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
奉
書
紬
と
呼
ば
れ

る
純
白
の
絹
織
物
が
有
名
で
、
紋
付
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

た
と
さ
れ
ま
す
。
明
治
期
に
入
っ
て
、
群
馬
県
の
桐
生
か

ら
、
稠
密
な
平
織
の
絹
織
物
で
あ
る
羽
二
重
の
技
術
が
伝

え
ら
れ
、
福
井
県
内
に
広
ま
り
ま
し
た
。
羽
二
重
は
、
明

治
か
ら
大
正
に
か
け
て
輸
出
が
大
き
く
拡
大
し
、
海
外
で

夜
会
用
手
袋
、
ス
ト
ー
ル
、
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
な
ど
に
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
輸
出
用
の
羽
二
重
は
薄
手
に
織
ら
れ
て
お

り
、
現
在
で
も
着
物
の
裏
（
胴
裏
）
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

　

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
は
福
井
県
の
絹
織
物
の

生
産
シ
ェ
ア
が
全
国
一
位
と
な
り
、
輸
出
の
ピ
ー
ク
を
第

一
次
大
戦
後
の
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
迎
え
ま
す

が
、
そ
の
後
は
関
税
障
壁
や
、
金
融
恐
慌
な
ど
に
苦
し
ん

で
不
況
に
陥
り
ま
す
。
輸
出
も
含
め
た
福
井
県
の
絹
織
物

生
産
額
は
一
九
二
〇
年
に
一
億
九
七
六
万
円
を
記
録
し
ま

す
が
、
こ
れ
以
降
は
減
少
し
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）

に
は
七
〇
七
一
万
円
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
絹
織
物
生
産
の
大
部
分
を
占
め
た
輸
出
向
け
の
落
ち

込
み
が
四
三
・
一
％
と
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。

　

羽
二
重
を
中
心
と
し
た
絹
織
物
に
代
わ
っ
て
、
急
激
に

勃
興
し
た
の
が
、
人
絹
（
レ
ー
ヨ
ン
）
で
す
。

　

木
材
パ
ル
プ
な
ど
を
原
料
と
す
る
化
学
繊
維
で
あ
る
人
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絹
は
、
山
形
県
が
発
祥
と
さ
れ
ま
す
が
、
福
井
県
で
は
縦

糸
に
綿
糸
、
緯
糸
に
人
絹
を
用
い
た
交
織
と
し
て
試
織
さ

れ
、
ま
も
な
く
経
糸
、
緯
糸
共
に
人
絹
を
用
い
た
双
人
絹

織
物
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
輸
出
用
の
人
絹
織
物

が
記
録
さ
れ
る
の
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
か
ら
で

す
。
人
絹
は
、
当
初
は
絹
の
代
用
品
と
し
て
低
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
品
質
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
後
に
絹
と
人
絹

を
並
べ
て
ど
ち
ら
が
正
絹
で
あ
る
か
見
分
け
が
つ
か
な
い

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

福
井
県
で
は
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
は
絹
織
物

の
生
産
量
を
人
絹
織
物
が
追
い
越
し
、
人
絹
織
物
で
全
国

一
位
の
産
地
と
な
る
に
至
り
ま
す
。
安
価
な
人
絹
織
物
の

輸
出
が
増
加
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
と
も
と

福
井
が
得
意
と
し
た
絹
織
物
と
同
じ
長
繊
維
で
あ
っ
た
こ

と
も
、
順
調
な
拡
大
の
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
繊

維
は
、
綿
、
麻
、
羊
毛
な
ど
の
短
繊
維
と
、
天
然
繊
維
で

た
だ
ひ
と
つ
長
繊
維
で
あ
る
絹
、
お
よ
び
人
絹
・
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
な
ど
長
繊
維
で
あ
る
化
学
繊
維
と
で
は
、
紡
ぐ
、

織
る
と
い
っ
た
工
程
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
同
じ
長
繊
維

で
あ
る
絹
織
物
産
業
で
培
っ
た
技
術
特
性
を
人
絹
織
物
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

人
絹
織
物
の
生
産
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
織
物
の
原
材

料
で
あ
る
人
絹
糸
の
取
引
も
活
発
化
し
ま
す
。
福
井
は
、

羽
二
重
の
全
盛
期
か
ら
織
物
の
原
材
料
で
あ
る
生
糸
の
大

需
要
地
域
で
あ
り
、
原
糸
取
引
が
活
発
で
し
た
が
、
人
絹

織
物
の
時
代
に
な
る
と
、
人
絹
糸
の
入
荷
が
全
国
の
生
産

高
の
五
割
強
に
達
し
、
福
井
が
人
絹
糸
市
場
の
標
準
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
絹
糸
の
取
引
の
拡
大
は
、
実
需
に
加
え
て
、
投
機
的

な
取
引
も
呼
び
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
福
井
で
の
人
絹

糸
の
取
引
は
、
通
常
の
現
物
取
引
や
、
期
限
を
決
め
て
一

定
数
量
を
順
次
受
け
渡
し
す
る
順
次
取
引
の
他
に
、
オ
ッ

パ
取
引
と
言
わ
れ
る
一
種
の
先
渡
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
オ
ッ
パ
取
引
は
、
約
定
期
間
中
に
い
つ
で
も
現
物
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を
引
き
渡
し
で
き
る
売
り
手
勝
手
渡
し
の
取
引
と
し
て
行

わ
れ
、
証
拠
金
も
不
要
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
オ
ッ
パ

の
語
源
は
、
約
定
限
月
中
に
売
り
手
側
は
い
つ
で
も
人
絹

糸
の
現
物
を
受
け
渡
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
売
り

手
側
の
「
オ
ッ
放
し
」
で
あ
る
と
す
る
説
明
や
、
相
場
用

語
で
「
オ
ッ
パ
ル
」、
す
な
わ
ち
「
い
く
ら
オ
ッ
パ
ッ

タ
」
な
ど
と
い
う
通
俗
語
か
ら
来
て
い
る
と
す
る
説
明
、

ま
た
、
福
井
方
言
で
「
や
り
放
し
」
と
い
う
意
味
で

「
オ
ッ
パ
ッ
パ
」
と
い
う
言
葉
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と

す
る
も
の
、
三
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ッ
パ
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
福
井
レ
ー

ヨ
ン
商
組
合
の
組
合
員
に
限
ら
れ
て
お
り
、
組
合
員
は
設

立
当
時
三
六
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
オ
ッ
パ
取
引
の
興
隆

に
と
も
な
っ
て
大
阪
、
京
都
の
原
糸
商
が
福
井
に
店
舗
や

支
店
を
設
け
て
組
合
に
加
入
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
取
引
は
、
組
合
員
の
間
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
仲
介

し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
出
自
は
、
絹
紬
ブ

ロ
ー
カ
ー
の
ほ
か
、
問
屋
の
丁
稚
上
が
り
の
も
の
も
多

く
、
自
転
車
一
つ
を
資
本
に
売
り
手
と
買
い
手
の
間
を
走

り
回
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
丁
稚
が
一
人
前
に
な
る
と
、
店

か
ら
暇
を
も
ら
っ
て
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
独
立
す
る
の

で
、
問
屋
筋
で
は
店
員
が
払
底
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

取
引
が
盛
ん
で
あ
っ
た
福
井
市
佐
佳
枝
中
町
（
現
在
の

福
井
市
順
化
）
の
一
角
は
オ
ッ
パ
街
と
呼
ば
れ
、
ま
た
そ

の
す
ぐ
南
側
の
浜
町
周
辺
は
花
街
と
し
て
た
い
へ
ん
賑
や

か
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
福
井
市
順
化

周
辺
は
、
片
町
と
呼
ば
れ
る
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
る
街
並

み
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
浜
町
周
辺
も
高
級
料
亭
が
多

く
、
往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

福
井
出
身
の
作
家
、
津
村
節
子
の
作
品
に
往
時
の
オ
ッ

パ
取
引
が
登
場
す
る
記
述
が
あ
り
、
絹
織
物
か
ら
人
絹
織

物
へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
頃
の
福
井
の
様
子

を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
ま
す
。
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私
の
父
は
、
私
が
生
ま
れ
た
頃
福
井
市
内
の
中
心
部

に
あ
っ
た
織
物
商
社
街
に
店
を
持
ち
、
勝
山
の
大
手
機

業
の
福
井
出
張
所
も
預
か
っ
て
い
た
。
福
井
県
の
絹
織

物
は
、
日
本
の
経
済
を
支
え
る
輸
出
三
本
の
柱
、
と
小

学
校
の
教
科
書
で
も
習
い
、
羽
二
重
王
国
を
誇
っ
て
い

た
が
、
一
九
二
六
年
（
昭
和
元
）
に
人
絹
織
物
に
移
行

し
、
一
九
三
一
年
に
は
、
全
国
生
産
の
六
割
を
占
め

た
。
福
井
人
絹
取
引
所
が
開
か
れ
る
と
、
全
国
人
絹
糸

生
産
額
の
三
分
の
二
に
至
り
、
東
京
、
大
阪
は
福
井
人

絹
取
引
所
の
相
場
を
標
準
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
は
、
従
来
と
同
じ
高
級
羽
二
重
、
双
子
織
、

縮
緬
、
塩
瀬
、
デ
シ
ン
な
ど
の
生
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
て
、
福
井
織
物
の
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
た
昭
和
六
、

七
年
に
は
、
生
糸
や
人
絹
糸
が
商
社
街
の
店
頭
に
山
積

み
さ
れ
、
そ
の
間
に
机
を
出
し
て
事
務
を
と
っ
た
ほ
ど

で
あ
る
。
オ
ッ
パ
取
引
（
仲
間
取
引
き
）
が
締
切
り
に

な
る
午
後
四
時
前
に
は
、
大
八
車
が
轍
の
音
高
く
街
を

走
り
廻
っ
て
い
た
。（「
福
井
の
織
物
」）。

　

こ
う
し
た
活
況
の
一
方
で
、
オ
ッ
パ
取
引
は
投
機
的
な

性
格
を
持
ち
、
問
題
視
も
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
引
の
性

格
は
、
相
対
で
行
う
先
渡
取
引
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
、
将
来
の
価
格
が
上
が
る
と
予
想
す
れ
ば
価
格
が
安

い
う
ち
に
買
う
契
約
を
し
、
下
が
る
と
思
え
ば
価
格
が
高

い
う
ち
に
売
る
契
約
を
す
れ
ば
、
将
来
の
価
格
変
動
を

ヘ
ッ
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た

思
惑
が
当
た
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
予
想
と
反
対
に

価
格
が
動
く
と
損
失
が
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
証
拠
金
が
不
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
需
を
と

も
な
わ
ず
思
惑
に
よ
っ
て
大
量
の
売
買
を
繰
り
返
す
こ
と

が
容
易
で
、
差
金
決
済
を
行
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
十
分
な
資
金
を
持
た
な
い
者
や
人
絹
糸

の
現
物
を
保
有
し
な
い
者
が
、
資
力
以
上
の
投
機
的
な
売

買
を
し
て
破
産
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
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う
で
す
。
ま
た
、
大
き
な
資
本
を
持
つ
商
人
が
、
買
い
占

め
や
売
崩
し
を
し
て
、
相
場
を
人
為
的
に
変
動
さ
せ
る
と

い
う
弊
害
も
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

オ
ッ
パ
取
引
に
つ
い
て
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
数
字
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
上
半
期
の

福
井
市
場
の
人
絹
糸
取
引
数
量
は
一
二
一
万
梱
で
、
そ
の

う
ち
オ
ッ
パ
取
引
に
よ
る
も
の
は
七
一
・
一
％
を
占
め
て

お
り
、
ま
た
、
オ
ッ
パ
取
引
で
の
標
準
銘
柄
と
さ
れ
た
帝

国
人
絹
岩
国
工
場
製
品
の
一
二
〇
デ
ニ
ー
ル
糸
が
現
物
と

し
て
入
荷
し
た
の
は
わ
ず
か
に
一
万
八
〇
〇
〇
梱
で
あ
っ

た
の
で
、
全
取
引
の
中
で
現
物
を
と
も
な
っ
た
の
は
二
・

一
％
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
現
物
が
非
常
に

わ
ず
か
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
取
引
は
現
物

の
受
け
渡
し
を
と
も
な
わ
ず
、
差
金
決
済
を
し
て
い
た
と

推
察
で
き
ま
す
（『
福
井
県
史
』
通
史
編
６　

近
現
代
二
）。

　

ま
た
、
前
出
の
『
福
井
県
史
』
に
は
、
オ
ッ
パ
取
引
で

の
訴
訟
が
二
例
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
例
と
も
、
糸
の

需
要
家
で
あ
る
は
ず
の
機
織
業
家
が
人
絹
糸
の
売
り
手
と

な
り
、
人
絹
糸
を
機
織
業
家
に
売
る
は
ず
の
問
屋
が
買
い

手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
限
月
を
決
め
て
売
買
契
約
を
し
ま

す
が
、
機
織
業
家
の
思
惑
と
は
逆
に
人
絹
糸
の
価
格
が
高

騰
し
て
し
ま
い
、
期
限
が
来
て
も
糸
を
受
け
渡
す
こ
と
が

で
き
ず
、
差
金
決
済
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
事
例
で

す
。
機
織
業
家
が
実
際
に
使
用
す
る
糸
の
量
に
比
べ
て
桁

違
い
に
大
き
な
売
買
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
取
引
が
実
需
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
投
機
的
な
性

格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ッ
パ
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
福
井

レ
ー
ヨ
ン
商
組
合
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
と
こ

ろ
、
二
例
の
う
ち
の
一
つ
で
は
、
取
引
の
片
方
は
組
合
員

で
は
な
く
、
別
の
組
合
員
方
で
取
引
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ

て
い
て
、
組
合
員
に
委
託
し
た
形
で
非
組
合
員
が
取
引
を

し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
二
例
の
う
ち
一
方
は

判
決
結
果
が
不
明
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
る
一
例
で
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は
、「
一
般
の
法
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
賭
博
に
類
す
る
行

為
で
良
俗
に
反
す
る
」
と
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
極
め
て
投
機
的
性
格
の
強
い
取
引
を
放
置

し
て
お
く
と
、
市
場
不
安
を
招
き
、
ま
た
せ
っ
か
く
発
展

し
た
福
井
産
地
の
危
機
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
一
九
三
一

年
（
昭
和
六
）
に
、
福
井
レ
ー
ヨ
ン
商
組
合
の
総
会
で
人

絹
取
引
所
の
設
立
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
取
引
所
の
設
立

に
よ
っ
て
、
組
織
化
さ
れ
た
取
引
の
場
を
作
り
、
投
機
を

抑
制
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時

の
取
引
所
は
、
株
式
会
社
組
織
と
会
員
組
織
の
両
方
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
福
井
人
絹
取
引
所
は
会
員
組
織

と
し
て
設
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
必
要
な
三
十
人
以
上
の

発
起
人
を
集
め
て
発
起
人
総
会
を
開
く
に
至
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
福
井
よ
り
先
に
東
京
米
穀
商
品
取
引

所
、
大
阪
三
品
取
引
所
で
も
、
人
絹
の
追
加
上
場
を
申
請

し
て
い
た
た
め
、
三
つ
の
取
引
所
が
請
願
、
陳
情
合
戦
を

繰
り
広
げ
た
よ
う
で
す
。
結
果
と
し
て
は
、
福
井
人
絹
取

引
所
へ
の
人
絹
糸
の
上
場
が
最
初
に
認
め
ら
れ
、
福
井
は

世
界
で
も
初
め
て
の
人
絹
取
引
所
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
福
井
は
大
き
な
織
物
産
地
を
控
え
た
人
絹
糸
の
大

需
要
地
で
あ
っ
て
、
す
で
に
福
井
相
場
が
全
国
の
標
準
に

な
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
商
工
省
が
オ
ッ
パ
取
引
に
強

い
関
心
を
抱
い
た
こ
と
な
ど
も
理
由
の
一
つ
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

三
取
引
所
に
よ
る
競
争
が
激
し
い
の
で
、
商
工
省
取
引

課
に
、
活
発
な
請
願
が
う
る
さ
い
こ
と
を
面
白
く
書
き
立

て
た
「
人
絹
行
進
曲
」
な
る
落
書
き
が
貼
り
出
さ
れ
た
と

い
う
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

福
井
人
絹
取
引
所
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
五
月

十
四
日
に
開
業
式
が
行
わ
れ
、
撃
柝
の
音
を
合
図
に
立
会

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
開
所
時
は
、
福
井
県
生
糸
検
査
所
の

建
物
の
一
部
を
借
り
て
い
ま
し
た
が
、
の
ち
の
一
九
三
七

年
に
は
、
福
井
市
佐
佳
枝
中
町
に
福
井
人
絹
会
館
を
設
立
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し
、
取
引
所
立
会
場
に
加
え
、
談
話
室
や
応
接
室
、
食

堂
、
撞
球
室
等
を
備
え
た
近
代
建
築
に
移
り
ま
す
。

　

人
絹
取
引
所
の
設
立
後
も
、
人
絹
糸
の
場
外
取
引
は
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
オ
ッ
パ
取
引
よ
り
も
順
次
取

引
が
中
心
に
な
り
、
投
機
的
取
引
の
抑
制
に
は
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

福
井
の
人
絹
糸
、
人
絹
織
物
は
、
戦
時
の
生
産
統
制
の

最
中
の
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
に
検
査
高
（
出
荷
）

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
後
は
減
少
し
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
人
絹
取
引
所
で
の
売
買
高
も
急
速
に
減
少
し

ま
す
。
一
九
三
八
年
に
は
、
人
絹
糸
に
公
定
価
格
を
採
用

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
取
引
所
は
価
格
形
成
と
い
う
機

能
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。
当
時
の
取
引
所
の
認
可
は
一
〇

年
の
期
限
付
き
で
、
継
続
に
は
改
め
て
出
願
が
必
要
で
し

た
が
、
取
引
が
事
実
上
休
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
前

の
福
井
人
絹
取
引
所
は
出
願
を
断
念
し
、
一
九
四
二
年
に

解
散
を
選
択
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
、
福
井
に
世
界
初
の

人
絹
取
引
所
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
で
す
。

　

戦
後
の
福
井
人
絹
取
引
所
は
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二

二
）
か
ら
本
格
的
に
再
開
し
、
翌
一
九
四
八
年
に
は
福
井

大
震
災
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
ま
す
が
、
一
九
五
〇
年
か

ら
の
朝
鮮
特
需
に
よ
っ
て
ガ
チ
ャ
万
と
言
わ
れ
る
好
況
を

経
験
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
人
絹
か
ら
化
学
・
合
成
繊
維

の
時
代
に
移
り
、
ナ
イ
ロ
ン
織
物
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
加
工

糸
織
物
が
成
長
し
て
、
人
絹
を
代
替
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
一
九
七
〇
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
、
韓
国

や
台
湾
の
繊
維
産
業
の
成
長
を
受
け
て
、
繊
維
産
業
に
お

け
る
大
量
生
産
の
時
代
は
終
焉
を
迎
え
ま
す
。
戦
後
に
再

開
し
た
人
絹
取
引
所
は
、
一
九
七
四
年
に
解
散
し
、
戦
前

七
年
、
戦
後
二
十
四
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

福
井
人
絹
取
引
所
の
入
っ
て
い
た
人
絹
会
館
は
、
老
朽

化
の
た
め
一
九
八
四
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
古
い
写
真
で
往

時
を
偲
ぶ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
井
県
歴
史
博
物
館
の
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一
部
に
人
絹
会
館
を
モ
デ
ル
に
し
た
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
昭

和
初
期
の
モ
ダ
ン
な
建
築
や
装
飾
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

福
井
は
、
そ
の
後
も
長
繊
維
で
あ
る
合
成
繊
維
関
係
の

産
業
を
発
展
さ
せ
、
現
在
で
も
衣
料
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、

産
業
資
材
と
し
て
の
繊
維
製
品
、
染
色
等
の
分
野
で
大
き

な
地
位
を
占
め
て
今
日
に
至
り
ま
す
。
繊
維
産
業
は
、
繊

維
の
加
工
や
織
物
機
械
を
起
点
に
、
化
学
工
業
、
機
械
工

業
等
に
も
派
生
し
、
現
在
の
福
井
の
産
業
を
支
え
て
い
ま

す
。

　

今
と
な
っ
て
は
地
元
福
井
で
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
人
絹

取
引
所
設
立
当
時
の
熱
意
は
、
時
間
が
経
っ
て
み
る
と
人

絹
ブ
ー
ム
の
徒
花
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
代
の
福
井
の
産
業
や
街
並
み
に
確
実
に
足
跡
を
残

し
て
い
ま
す
。
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